
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

槇尾中学校区 施設一体型義務教育学校 

令和３年８月  槇尾中学校区学校開校準備委員会 

学校開校 準備委員会 NEWS No.13 

槇尾中学校区 施設一体型義務教育学校 

7 月 29 日（木）、第 10回学校開校準備委員会を開催しました。 

今回は、①今年度の予定、②校舎整備･工事計画、③通学バス検討 

④令和３年度交流行事、⑤令和４年度特認募集の５点について市から 

情報提供･説明をした後、それらについて意見交換を行いました。 

【主な説明内容】 

１．今年度の予定 

 第 10回  7月29日
 ・ 工事計画 ・ 3 校交流事業
 ・ 特認募集 ・ 通学バス検討

 第 11回  10 月頃
 ・ 就学定員

 ・ コミュニティスクール

 第 12回  12 月頃
 ・ 工事事業者紹介、工事スケジュール

 ・ 校章、校歌、制服の決定方法

 第 13回  2 月頃  ・ 通学バスイメージ

 

 
２．校舎整備 

今年度は、年間4回の準備委員会を開催予定

です。 

就学定員や校章･校歌･制服等の決定方法の

検討など具体的な学園の形に関わる内容に

ついて意見交換を行い、学園の整備を進めて

いきます。 

①敷地･校舎のイメージが形に 

なってきました。 
 
②建物中間のゆとりある空間や 

半階ずつの構造により、自然 

な交流が生まれます。 

また、槇尾の山並みをイメージした屋根からは自然光を取り込む工夫がされています。 

 ③プレイコートとグラウンドは学年の使い方等、用途に合わせた活用ができるようになっています。 

 

① 

 

② 

 

③ 

 

④拡充した敷地も最大限活かし、より良い学校教育環境となるよう整備を進めていきます。 

 

④ 

 

新校舎 

体育館 

新校舎 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

このニュースレターの受取りを希望される方は、右記 QR コードを読み取っていただき、 

氏名、「ニュースレター希望」と記載のうえ、メールを送信してください。 

【お問合せ】 

教育･こども部 教育総務課 〒594-8501 和泉市府中町 2-7-5  (TEL)0725-99-8196 （E-mail）m-junbi-iinkai@city.osaka-izumi.lg.jp 

３．通学バス検討 

２-2．工事計画 

工期 計画 R4 R5 R6 R7.4 グラウンド使用 

1 期 新体育館建設    

開校 

○ 

2 期 旧体育館解体    ○ 

3 期 新校舎建設    
○ 

（一部制限） 

4 期 旧校舎解体    
○ 

（一部制限） 

5 期 グラウンド等整備    × 

 

 
新体育館利用開始 

 
新校舎 
利用開始 

４．令和３年度 交流行事 

５．令和４年度 特認募集 

 ■ 主な意見 

令和７年４月開校予定として整備を進めています。工事等に関する情報は随時発信していきます。 

バスの運用にあたっては、路線バスの活用を中心に検討を進めています。 
 
特認については前期課程、後期課程が利用できる 
バスを検討しています。 
 
検討を進めるにあたっては、コンサルタント事業 
者を活用し、児童生徒の通学確保と、地域の方の 
利便性が向上する通学バスのあり方を考えていき 
ます。 

昨年度は横山小と南横山小の2年生や3年生で交流遠足が実施され、今年度も

6/25に 4年生が合同社会見学に行くなど交流が深まってきています。 

今後も児童生徒だけでなく教職員やPTA、地域での交流を検討していきます。 

南横山小の令和 4 年度むけ特認募集についても意見交換を行いました。今年度の南横山小の児童数は 

107 人で、そのうち、特認の児童数は 76 人と、どちらも特認制度導入以降、最多となっています。 

次年度に向けても募集にしっかりと取り組んでいきます！ 

（今年度の予定） 

・制服については、早い段階で決めてもいいのでは。 
 
（工事計画について） 

・工事期間中の騒音などへの配慮をしっかりと。 

・LGBT への配慮も考えていくこと。 
 
（通学バス検討について） 

・バスだけでなく通学路の整備も大事。 

・特認バス有償の緩和も検討を。 

・低学年が路線バスに乗ることについて配慮が必要。 

 

・年齢に合わせた運用なども考えられるのでは。 

・2km 等､距離での区切りを柔軟に考える必要もある。 

・南松尾はつが野学園との連携など柔軟な考え方を。 
 
（特認募集について） 

・児童生徒の確保は、長期的に考えていく必要がある。 

・どのような魅力をだせるのかが重要。 

・子ども達に動画を作成してもらい、良さを伝えるのはどうか 

・（仮称）槇尾学園の魅力として、ハード面だけでなく、ソ

フト面をしっかりと考えることが重要 

 ※ 次回は 10 月頃の開催で、内容は就学定員やコミュニティスクールについての説明･意見交換を予定しています。

 


